
令和７年 8 月 8 日 

 

pos ファイルのバージョンと history ファイル 

 

現在試験公開中の電子基準点日々の座標値（F5.1 解）において，新たに history ファイル

の提供と，提供中の日々の座標値（pos 形式）に解析のバージョン情報を追加いたします． 

 

history ファイル 

 電子基準点日々の座標値（F5 解）でも提供している history_F5.txt の F5.1 解析版．日々

の座標値（pos 形式）の，アップロード日，解析期間に解析バージョン情報を追加したもの

で，history_F51.txt というファイル名で公開する．フォーマット例を図 1 に示す． 

一番右の列に，HISTORY_ID 情報を追加しており，年ごとに，「YYYY-NN」という ID

を付与している．ここで，YYYY は当該年，NN は解析回数（再解析を実施した場合に１ず

つ加算される）を示す． 

 

日々の座標値（pos形式） 

 +SOLVER/INF ブロックに，新たに「HISTORY_ID」を追加し，history ファイルの ID

に合致する情報を記載する．図２に電子基準点「つくば１」の 2025 年の例を示す． 

 

 
 

 

 

2025 年は，2025 年 3 月 28 日公開時点では ID が「2025-01」であったが，2025 年 7 月 31

日更新時に再解析を実施した後のファイルに差し替えたため，ID が変わり「2025-02」とな

っている． 

 なお，再解析が実施されない限り，ID は変更されない．そのため，今後週ごとに 2025 年

の解析結果が追加されても，ID は変わらず，「2025-02」のままであるが，どこかで 2025 年

の１日でも再解析が行われた場合には，ID が「2025-03」に変化し，その後も再解析が実施

されるたびに ID が変化することとなるが，history ファイルと照合することで，最新のバー

ジョンかどうかを判断できるようになる． 

図１．history_F51.txt の例 図２．電子基準点「つくば１」の 

日々の座標値（pos 形式） 


